
　第二期計画に基づき、平成２５年から平成２９年までの５年間における取組内容について、検証・評価します。
がんの早期発見
	第二期計画における取組目標
	平成25年度の取組状況
	これまでの進捗状況
	課　題・方向性

	◆がん検診の充実
（１）がん検診の精度管理体制の確立および精度の均てん化
○　市町村で推奨されたがん検診が徹底され、これらのがん検診が適切な精度管理のもとに、正しく実施される環境をめざします。

○　全ての市町村において、精密検査の受診率が少なくとも許容値※を超え、スクリーニングから診断・治療までが正しく実施される環境をめざします。

○　がん検診の偽陰性（感度）、偽陽性（特異度）を含む精度管理指標を把握し、指標値やチェックリストから精度管理に問題があると判断される市町村・検診機関に対して指導・技術的支援を行い、精度の向上につながる実施体制が均しく確立される体制をめざします。
（２）がん検診の提供体制の確保
○　部位別・二次医療圏別に、検診機関の検診従事者や検診施設のキャパシティを把握し、提供体制確保のための方策を検討します。
○　府内のどこの地域においても標準的かつ精度の高い精密検査や治療が実施され、精密検査実施機関から市町村と検診機関へ検査結果が確実に報告される体制の徹底を図ります。
（３）計画組織化されたがん検診体制の推進
○　市町村のがん検診について、検診対象者台帳等に基づく受診勧奨が実施されるとともに、死亡率減少に最も効果のある対象者層を定める等の支援策を講じ、未受診者に対しては再受診勧奨が実施される組織型検診体制を推進します。
（４）受診率の向上
○　これまでの検診の受診率の動向を踏まえ、府全体の検診受診率の目標値を以下のとおり定め、５年以内に達成することをめざすとともに、早期診断割合の向上を図ります。
また、計画実施期間中に目標達成が見込まれる場合は、早期診断割合等の関連指標の動向を踏まえ、目標値の再検討を行うこととします。
胃
大腸
肺
乳
子宮頸
40％
30％
35％
40％
35％
＜参考値＞

最良県の早期診断割合（H16～H18年診断）

胃
大腸
肺
乳房
子宮頸
59.1％

60.6％

36.6％

64.0％

78.2％


	＜乳がん検診の指針通りの実施＞
平成25年10月18日付市町村向け発出

＜精度管理評価実施＞
許容値を逸脱する市町村に対しての文書通知

＜事業評価における評価＞

・各市町村の検診事業評価を不適合数を基にABCDEで評価し、ホームページで公表（平成25年12月13日公表）
・各種検診事業評価における車検診実施医療機関に対して府が直接調査

⇒市町村から検診医療機関に対し調査実施していたのを直接府が実施　（集団検診機関の精度向上）
＜精度管理基礎調査実施＞

・府内市町村の精度管理指標の把握
＜胃・大腸内視鏡検査実施状況に関するアンケート実施＞
・胃、大腸がん検診の内視鏡による精密検査及び胃がん内視鏡検査の現状調査（平成25年10月21日より、ブロック毎に順次実施）
＜精検検査結果票の統一＞

・子宮がん検診の精検報告書の統一
＜がん検診重点受診勧奨対象者の設定＞
対象者すべてにcall/recallではなく、特に重点的に勧奨する年齢層をエビデンスに基づき、設定し勧奨する
（平成25年10月18日市町村向け発出）

＜府内市町村における組織型検診体制の現状調査＞
現時点の市町村の状況把握

①　住民基本台帳データより検診対象者の名簿化を行うことがシステムとして可能⇒４０市町村

②　①のうち、未受診者名簿作成可能⇒３７市町村

③　②のうち、未受診勧奨している

　　　クーポン対象者のみ　　⇒22市町村

　　　クーポン対象者以外も　⇒ ４市町村

　　　していない　　　　　　⇒11市町村

「組織型検診体制の現状調査」平成25年8月実施

	・がん検診指針に基づく検診を実施している

市町村数　　（Ｎ＝４３市町村）

（平成２４年度⇒平成２５年度）
胃
大腸
肺
乳房
子宮頸
43

⇒43
43

⇒43
41

⇒41
43

⇒43
43

⇒43
・上記以外に国において有効性が確認されていないもしくは推奨されていない検診を実施している市町村数
　　超音波検査／視触診単独の乳がん検診　
　　　　　　　　　　６市町村⇒ ５市町村
　　前立腺がん検診　２０市町村⇒21市町

・精密検査受診率（％）
（平成２１年度⇒平成２２年度）
胃
大腸
肺
乳房
子宮頸
81.1⇒83.9
59.5
⇒61.0
81.3

⇒82.3
90.9

⇒92.3
79.1

⇒
79.1
＜参考値＞精検許容値（％）

胃
大腸
肺
乳房
子宮頸
70
70
70
80
70
平成22年国民生活基礎調査にみる検診受診率（％）

（平成22年度⇒平成25年度）
胃
大腸
肺
乳房
子宮頸
21.5
⇒

18.9

⇒

14.9
⇒

26.8
⇒

28.3

⇒

・無料クーポン事業実施市町村数　
　　　　　　４３市町村（１００％）
・精度管理システム参加市町村数

21市町村（平成2４年１２月２７日時点）

＜参考値＞

早期診断割合（％）　※大阪府がん登録資料

（2008年罹患⇒2009年罹患）

胃
大腸
肺
乳房
子宮頸
45.9

⇒

50.4
50.0

⇒

52.4
23.7

⇒

25.5
61.3

⇒

62.6
69.4

⇒

71.1

	・指針外検診である前立腺がん検診の増加
・実施市町村への状況確認
・精検の重要性を受診者へ伝える取組みを検討　など
・事業評価で市町村や医療機関が満たない項目について、分析・検討する
・車検診実施機関については、市町村へ情報提供

・調査結果に基づき、評価・検討し、実施医療機関については市町村へ情報提供
・各がん検診の精密検査結果票の統一

・重点受診勧奨対象者を活用とした市町村支援を継続し拡大していく
・検診受診率の数値の検証については、Ｈ
２５データが提示されてから検証予定。



第二期計画の取組内容の検証・評価
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